
絶
滅
の
心
配
が
高
ま
る

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

「
奄
美
・
琉
球
」
エ
リ
ア
は
、
世
界
自
然

遺
産
候
補
暫
定
リ
ス
ト
へ
の
記
載
が
決
ま

る
な
ど
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域

で
す
。
こ
こ
に
位
置
す
る
奄
美
大
島
と
徳

之
島
に
生
息
し
て
い
る
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ

サ
ギ
の
数
は
、
推
定
で
数
千
頭
。
し
か
し

な
が
ら
、
森
林
開
発
や
外
来
種
の
マ
ン
グ

ー
ス
、
野
犬
、
野
生
化
し
た
家
ネ
コ
な
ど

アマミノクロウサギ

守ろう、アマミノクロウサギの森

アマミノクロウサギ／ムカシウサギと呼ばれる原始的なウサギの仲間。40～50cmほどの大きさで、目と耳が小さく、夜行性でシイの実、草などが主食です。1.5cm
もある爪は強く、穴を掘るのに適しています。育児は成獣の巣穴とは別の穴で行われて、母親は毎晩授乳に訪れるようですが、詳しい生態はわかっていません。 

J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
、
ア
マ
ミ
ノ

ク
ロ
ウ
サ
ギ
・
ト
ラ
ス
ト
へ
参
加

に
よ
る
捕
食
、
車
と
の
接
触
な
ど

に
よ
っ
て
、
絶
滅
の
心
配
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

の
す
む
森
を
取
得
し
て
守
り
、貴
重

な
自
然
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
・
ト

ラ
ス
ト
が
立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。

J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
ま
で
も
タ

ン
チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
物

多
様
性
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
回
は
、
奄
美
大
島
に
就

航
す
る
唯
一
の
航
空
会
社
グ
ル
ー
プ
と
し

て
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
・
ト
ラ
ス
ト

に
協
力
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

「
J
A
L
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
森
」

J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
、ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
・

ト
ラ
ス
ト
で
取
得
さ
れ
る
28
区
画
の
う
ち
、 

「
J
A
L
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
森
」 

と
名
づ

け
て
、一
部
区
画
の
取
得
に
協
力
し
ま
す
。
将
来
的

に
は
、
自
然
ガ
イ
ド
等
と
も
連
携
し
て
、
自
然
観
察

会
や
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
・
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
な

ど
も
実
施
し
、
奄
美
の
観
光
振
興
に
も
役
立
て
て

い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
奄
美
大
島
路
線
を
担
当

す
る
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
（
J
A
C
）
も
、4

月
〜
6
月
の
3
カ
月
間
、奄
美
大
島
着
便
機
内
、奄

美
空
港
内
等
で
活
動
告
知
に
協
力
し
ま
す
。

「
J
M
B
み
ん
な
の
ア
マ
ク
ロ
※
の
森
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
マ
イ
ル

J
A
L
マ
イ
レ
ー
ジ
バ
ン
ク
（
J
M
B
）
会
員

の
皆
さ
ま
に
も
5
月
末
ま
で
の
間
、
J
A
L
チ
ャ

リ
テ
ィ
・
マ
イ
ル
で
の
ご
協
力
を
募
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
一
緒
に
「
J
M
B
み
ん
な
の
ア
マ
ク
ロ
の

森
」
サ
ポ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
通
称

鹿児島県

奄美大島へのアクセス
東京（羽田）、大阪（伊丹）、福岡、沖縄（那覇）、
鹿児島などから、JALグループ便で奄美空港へ。

奄美空港

アマミノクロウサギ・トラスト 日
本
の
美
し
い
自
然
を

次
世
代
へ
繫
げ
る
取
り
組
み

私
た
ち
J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
、
空
か
ら

見
る
地
球
が
い
つ
ま
で
も
美
し
く
あ
る
よ

う
に
、
日
本
の
美
し
い
自
然
を
将
来
に
繫

げ
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
を
ご
存
じ
で
す

か
。
奄
美
大
島
と
徳
之
島
の
み
に
生
息
す

る
国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
、
絶
滅
危
惧

IB
類
に
指
定
さ
れ
て
い
る
希
少
な
ウ
サ
ギ

で
す
。
私
た
ち
J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
、「
エ

コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
企
業
」
と
し
て
、
こ
の

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
保
護
に
さ
ま
ざ

ま
な
カ
タ
チ
で
協
力
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
そ
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（撮影／常田守）

私たちが取り組むCSR活動に関する詳細は、こちらでもご覧いただけます。  www.jal .com/ja/csr

空へ明日明日のの
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vol.02
より良い社会を
繫げるために、
私たちができること。
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